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１．水素・アンモニアは化石燃料から製造



１．水素・アンモニアは大半を輸入

国際水素サプライチェーンの現状
（基本政策分科会資料より）

燃料アンモニアのサプライチェーン構築の可能性
（燃料アンモニア導⼊官⺠協議会資料より）



２．水素・アンモニア発電のコスト
１）高コストが課題
新たな燃料であるなどの理由で、当面は既存燃料よりも割高であり、需要家による大規 模・安定調達に向
けた展望が見込めず、大規模商用サプライチェーンの整備への投資の予見性が見込めないといった課題があ
る。 （経済産業省資料「水素・アンモニアを取り巻く現状と 今後の検討の方向性」より）



２．水素・アンモニア発電のコスト
２）手厚い支援策、それでも不安の声

今回の法案
で整備

値差支援



•

水素政策小委員会/アンモニア等脱炭素燃料
政策小委員会 合同会議 中間整理の概要
（2023年1月）

2030年頃までに
水素・アンモニア
供給を開始する予
定の事業者を支援

支援期間は15年間

原則として
「低炭素」なもの
を支援対象とする



今後10年間程度で
大規模拠点３つ
中規模拠点５つ
程度



低炭素水素とは？ 水素政策小委員会 2022年11月16日
水素バリューチェーン推進協議会資料



低炭素水素とは？ 水素政策小委員会 2022年11月16日
水素バリューチェーン推進協議会資料
006_04_00.pdf (meti.go.jp)



３．特に問題：石炭火力を温存するアンモニア混焼
1） CO2削減効果はごくわずか

アンモニア1トンの製造に
1.6トンのCO2を排出

「当面は製造プロセスでの
CO2 の処理がなくとも、
燃料アンモニアの導⼊・普
及を図っていくべき」



３．特に問題：石炭火力を温存するアンモニア混焼
2）アンモニア混焼のコスト



３．特に問題：石炭火力を温存するアンモニア混焼
3）アンモニア混焼・専焼の技術的課題
• アンモニアは燃焼速度が遅く、発熱量も小さい、すなわち燃えに

くい。混焼からのスタートを目指すが、専焼には技術的課題も大
きい。

• 燃焼時に大気汚染物質のNOxを排出する。
• アンモニア自体に毒性・腐食性がある。

2030年に
20%混焼
本格運用？

50%混焼？？ 専焼（100%）？？

2022 2030 2040 2050

「JERAゼロエミッション2050」より



碧南火力発電所（JERA）
• 発電所全体で、

88万トンの石炭を約1か月
で燃焼させる。

• 4号機で2024年4月から
アンモニア混焼（20%）実
証試験開始。
6月まで、アンモニア4万
トン。
2028年頃商用化計画。

• 2030年アンモニア年間200
万トン調達を計画
＝20％混焼で4基分／年
（2023年5月1日 日本経済新聞） FoE Japan撮影
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC195TE0Z10C23A4000000/ -



「水素社会推進法案」での
水素・アンモニア発電への支援は
高炭素・高価格・高リスク

• 現状非常に高コストで、将来のコスト低下も不確実
再エネコスト低下が先に進む可能性あり

• 商用化に向けた技術的課題も大きい

• 化石燃料の大量消費構造を温存し、
分散型の再エネ社会への移行と逆行する

グレーなのに「クリーン」？ 水素・アンモニアは 脱炭素の切り札にはならない （FoE Japan）
https://foejapan.org/issue/20221007/9411/ -


